００－００－０００００　りんくはじめ
　「人間五十年　下天の内にくらぶれば　夢幻の如くなり　ひとたび生を得て　滅せぬ者の有るべきか」というのは、天下統一へ挑む信長が舞った「敦盛」の有名な一節。それから数百年の時を経て、今や日本は世界有数の長寿国となった。
　男性の平均寿命は７８．５３歳で世界第4位、女性は８５．４９歳で堂々の世界第1位。平均寿命が５０歳をこえてからの寿命の延びは著しく、１００歳まで生きることもさほど珍しいことではなくなってきた。現在１００歳以上の人が、世界中で２０万人はいるといわれており、そのうち６６人はすでに１１０回目の誕生日を迎えているともいわれている。ただ、どう見ても極端な長寿と思える場合のように、実年齢を立証することが難しい時もあるが、残っている記録が正確だと仮定すれば、１１０歳以上の人数は５００人にせまる勢いである。
